職種：経営戦略　　職務：事業企画
	項目
	内容

	役割
	事業企画の仕事は、社内外の情報を収集・分析し、収益性・採算性等を考慮しながら、新規事業に関する方針・計画の企画立案を行うことである。

　また、事業計画の策定・実行以外にも、経営トップへの情報提供や意思決定サポートなどの機能も併せ持っている。

	仕事の内容
	事業形態等によって担当者の仕事の範囲が異なる場合があるが、おおむね以下のとおりである。
1 事業企画担当者：実務担当者として、新規事業に関する情報の収集・分析を行い、事業企画に関する基礎資料を作成して上司に報告するなど、実務を推進する。
2 事業企画担当マネージャー：上司や関係部門と協議しながら、新規事業に関する方針・計画等の取りまとめを行う。
3 事業企画担当部門長：経営層と意思疎通を図りながら、新規事業計画に関する総合的な判断や意思決定を行う。

	キャリア形成の例
	【概要】

学卒入社後、直ちに経営戦略の仕事を担当するケースは稀で、複数の部門を経験したのち経営戦略部門に配属となる場合が多い。
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	求められる

経験・能力
	· 特定の学歴要件や必要最低経験年数は通常設けられないが、経営全般に関する幅広い知識を習得していることが望ましい。経験者採用の場合には、一定の実務経験や実績が要求されるほか、MBA（経営学修士号）等の専門学位を取得していることが有利になる場合がある。

· 経営戦略は、特定の業務領域だけでなく、全社（企業グループ全体）を見通しながら行う仕事である。企業横断的な視点から幅広い情報を収集・分析し、これを踏まえて経営計画を作成するため、情報を収集・分析し、アイデアを構築する能力が求められる。

· また、経営戦略の取りまとめに当たっては、社内の各部門との連絡調整も必要であり、他者と連携しながら作業を進めるチームワーク能力やコミュニケーション能力も求められる。

	役に立つ資格
	· ビジネス・キャリア検定試験（総務１級～３級）（中央職業能力開発協会）

· 中小企業診断士（中小企業庁）

· ホテル職業能力認定試験（NPO:シニアマイスターネットワーク・観光産業研究センター資格認定委員会）

	労働省職業分類（小分類）との対応
	· 231　会社の管理職員
· 252　企画・調査事務員
252-10　企画事務員


